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研究の目的：福島第一原子力発電所において大量に発生している水処理２次廃棄物のうち、長期的
な安定化措置が求められている多核種除去設備（ALPS）沈殿系廃棄物中の放射性物質をアパタイ
トなどのリン酸塩系セラミックスに安定固定化する技術を確立する

合成・洗浄工程における
各元素の物質収支



リン酸塩セラミック固化体の成型体作製

コールドシンタリングによる固化体構造変化

リン酸塩セラミック固化体の
浸出速度比較

ガンマ線照射による水素発生試験

セメント固化体
（OPC）と比べ、
明らかに小さく、
水素の生成が大幅
に抑制された。
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